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厚生労働大臣賞   大阪府  小南 由花 様 （50代） 

 

「大腸に直径 2㎝の穴が空いています。原因はわかりません。穴から内容物が漏れて化膿

し、腹膜炎を併発しているので、このままでは命を落とします。ご主人が助かるのには人

工肛門設置しかありません。これから緊急手術します。奥さん、同意書にサインを」 

 2020年 4月、搬送先の病院で医師の宣告を受けた私は、目の前が真っ暗になった。 

 夫が腹痛を訴えるので、救急車を呼んだけれども、まさか、こんなことになるとは。 

 夫の同意を得て人工肛門をつける手術が行われた。命はとりとめたものの、急性心不全

や脳梗塞、腎不全など、次々に合併症が起こった。 

 4か月が過ぎても退院の目途は立たなかった。急性心不全と脳梗塞は主治医の適切な処

置で後遺症は残らなかったが、もともと悪かった腎臓は治らず、「退院後は週 3回透析が

必要」と宣告された。 

 夫は仕事に復帰できないかもしれない。これからの生活をどうしようか。 

 私は、現在の預貯金・医療保険の入院給付金・健康保険から給付される傷病手当金など、

それぞれの総額を計算して一覧表にした。 

 一覧表を撮影して「高額療養費制度や障害年金も手続きするから、当面、お金の心配は

ないよ。安心して療養に専念して」とコメントをつけてメールで夫に送ると、「わかった。

ありがとう。俺、がんばるから」と返信があったので、ほっとした。 

 透析にかかる医療費は年間 500 万円といわれている。私は厚生年金保険料を納めなが

ら、事務の仕事をしているが、おそらく夫は失業し、再就職も難しい。医療費減免制度を

使っても生活が苦しくなる。 

 頼みの綱は障害年金だ。 

 年金機構から届く『ねんきん定期便』で、夫の「受給資格期間」欄と将来受給できる年

金の見込み額を確認した。夫は 18 歳から働きはじめて何度か転職しているが、40 年以

上年金に加入し、未納期間がほとんどない。 

 夫が書いた委任状と資料を持って年金事務所に出かけた。障害年金の請求手続きは「初

診日」から 1年 6か月後の「障害認定日」からだが、具体的な給付額や、どのタイミング
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で、どんな手続きをすればいいかを知っておきたかった。 

 年金事務所では、窓口担当者が、年金機構のデータベースから、夫の年金加入履歴や障

害厚生年金の支給額を調べてくれた。 

「年金支給額は計算されている金額と同じです。よく勉強されていますね」 

「実は、ファイナンシャルプランナーの資格を持っていまして」 

「やっぱり。それにしても、この資料はありがたいですね。「初診日」や「病状」の記録が

はっきりしないために障害年金が受給できないケースや、支給が遅れるケースが多いんで

す。この資料があれば、早く年金が支給されますよ」 

 にこにこしながら担当者は言った。 

 私が用意した資料は、協会けんぽから支給される傷病手当金申請のために、主治医が書

いた診断書のコピー。障害年金を請求するときには、あらためて年金機構が定める診断書

を提出しなければならないが、傷病手当金申請用の診断書には、障害年金請求に必要な「初

診日」「発症までの経緯」「原因」などが詳しく書かれていて、年金の等級や給付金額、請

求できる時期などを知るのに役立つ。 

 調べてもらうと、人工肛門の「障害認定日」は手術をした日から 6か月を経過した日。

人工透析の「障害認定日」は、初めて透析を受けた日から 3か月を経過した日で、他の病

気よりも早く請求手続きができるとわかった。 

 そして、最初の入院からリハビリ転院を経て 10か月。夫は帰宅した。仕事には復帰で

きなかったが、入院中に支給された人工肛門（障害 3級）の障害厚生年金。退院してまも

なく支給された人工透析（障害 2級）の障害厚生年金は、とてもありがたかった。 

 2023年現在。夫は自宅で療養生活を送っている。人工透析と人工肛門、2種類の障害

を抱えながらも表情は明るい。「俺も何かできることないかなあ」と言いながら、毎日タ

ブレットで動画配信を楽しんでいる。日本に年金制度があって本当によかったと思う。 

 年金の支給日になると、夫はスマホの銀行アプリを見て「今日、年金が振り込まれたで。

ありがたいことや」と、うれしそうな顔をする。夫にとって障害厚生年金は「生活を支え

る大切なもの」。同時に「40年間、年金保険料を払い続けてきた努力の証」だ。夫が倒れ

る前は、給与明細を見て「厚生年金保険料、こんなに天引きされてるのか」と、ため息を
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ついていたことを今は反省している。 

 長年、夫や私が納めた年金保険料は誰かの暮らしを支えていたし、私たちの暮らしは、

誰かが納めてくれた年金保険料が支えてくれる。世代間で助け合う、この制度には感謝し

かない。 

 若い人は「iDeCo」や「企業型確定拠出年金」などの「私的年金」に関心が向きがちだ

が、日本の公的年金制度はすばらしい「支え合いシステム」だ。 

 いつか、ファイナンシャルプランナーとして、自分の体験も交えながら、公的年金制度

のメリットと、年金を納めることの大切さを若い世代に伝えていきたいと思う。 


